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で愛　　ふれ愛　　たすけ愛


　傾聴ボランティア　講演会


「語ること」　と　「聴くこと」　の　意味


　　　　　　　　　２０２０年度　　　第１回　　
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＜講演内容＞　　


　今回の講演会は、曽我洋秀さんから　｢聴くことはいかに大切か～｣というテーマで


お話をしていただきます。


　講演者の「語り」を「聴くこと」により、傾聴について参加者の方々と共に


　　考えていきたいと思います。


　それでは、みなさまのご参加をお待ちしております。





＜アドバイザー＞　


鎌倉利光　（愛知大学文学部教授　博士（教育学）　臨床心理士）





＜日時＞　　２０２０年　１１月　１日（日）　　開場　１：００　


Ｐｍ　１：３０　～　Ｐｍ　４：３０


＜会場＞　豊橋市総合福祉センター　あいトピア　３階


＜参加費＞　５００円（資料代など）


＜定員＞　　　３０名


＜対象＞　　　関心のある方は　どなたでもご参加ください。


＜内容＞　


・前半　講演者：　曽我洋秀さん　｢聴くことはいかに大切か～｣


鍼灸師1977年から現在に至る。


　1995年より老人ホーム治療ボランティア。2004から引きこもりの治療及び


自立支援活動。　2007年から精神障碍者社会復帰施設グループホーム“ブリリアント”に関わり、３年前施設長就任。同時に保護司を引き受けて今に至る。





・後半　　ワーク ・ 交流会


コミュニケーションのあり方の簡単な実践を通して、自己の気づき、傾聴・寄り　添うことを楽しく体感できるワークです。ぜひご参加ください(*^_^*)














　　　





　　　　　　　　　　　　


☆ワーク　　Ｐｍ　３：３０～４：３０　


　　　　　　








主催：傾聴ボランティア“ふれあい” 　　  tel・fax 46-3267（鋤本）


後援：豊橋市・豊橋市教育委員会・豊橋市社会福祉協議会（公財）豊橋善意銀行 


＊お申し込み、お問い合わせ、詳しくは裏面をご覧ください　(*^_^*)
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